








膜性増殖性糸球体腎炎(MPGN)は小児期から青年期に好発し,欧米の報告では 10 年の経過で

50%が末期腎不全に至る予後不良の糸球体腎炎と云われている。しかし,本邦では近年,学校

検尿の普及と共に,より軽症で予後良好と思われる症例が相次いで報告されて来ている。又,

以前に予後不良と考えられていた重症例の中にもス剤を含めた薬剤治療により改善し得る

例が少くないように思われる。 

それ故,私共は本邦小児期 MPGN の病像を再検討し更にその進展機序を究明する事を目的と

して,2,3 の臨床・病理学的検索を行ったので報告する。 


